
 

む
ら
づ
く
り
役
場
の
専
門
部
会
で
観
光
振
興
な
ど
を
担
当

す
る
「
つ
く
る
部
会
」
が
、
昨
年
度
末
に
製
作
し
た
新
た
な
観

光
マ
ッ
プ
の
完
成
を
記
念
し
て
実
施
し
た

”
中
津
江
住
民
ツ

ア
ー
”
。
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

も
、
初
め
て
訪
れ
る
名
所
に
一
同
感
激
し
て
い
ま
し
た
。 

第
一
弾
と
し
て
実
施
し
た
１
回
目
は
、
栃
野
地
区
の
５
か
所

を
厳
選
。
ツ
ア
ー
後
は
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
「
つ
ど
う
部
会
」

が
開
催
す
る
月
い
ち
バ
ザ
ー
ル
で
食
事
や
買
い
物
も
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
今
後
は
第
一
弾
の
反
省
も
踏
ま
え
て
、
他

の
隠
れ
た
名
所
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
継
続
を
考
え
な
が
ら
、
地
域

外
の
人
を
呼
べ
る
観
光
ツ
ア
ー
「
中
津
江
小
さ
な
旅
」
の
事
業

化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
次
回
は
、
あ
な
た
も
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
‼ 

 

中
津
江
の
生
活
で
も
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
携
帯
電
話
。
機
種
も
機
能
も
毎

日
の
よ
う
に
新
し
く
な
っ
て
、
古
い
携
帯

電
話
は
、
一
般
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

い
わ
れ
る
物
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な

”
ス
マ
ホ

”
を
楽
し
く
、
便
利
に

活
用
す
る
た
め
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

 

専
門
の
講
師
が
、
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作

や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
か
ら

ラ
イ
ン
な
ど
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
使
い
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

各
回
と
も
人
数
限
定
で
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
第
一
弾
ツ
ア
ー
の
行
程
！ 

①
下
筌
ダ
ム
・
蜂
の
巣
公
園 

～
「
進
撃
の
巨
人
」
ア
プ
リ
体
験
、 

 
 

し
も
う
け
館
も
見
学
し
ま
し
た 

②
蛇
尾
山
地
蔵
尊 

～
不
思
議
な
魅
力
の
地
蔵
群
に 

 

心
が
癒
さ
れ
ま
し
た 

③
シ
モ
ン
コ
池
周
辺 

～
い
わ
く
付
き
の
ア
ブ
ラ
メ
の 

 
大
群
に
ビ
ッ
ク
リ
！ 

④
岩
屋
不
動
尊 

～
巨
大
な
岩
下
に
ひ
そ
む
社
に 

 

み
ん
な
圧
倒
さ
れ
ま
し
た 

⑤
伝
来
寺 

～
九
州
最
古
の
枯
山
水
的
庭
園 

 

長
谷
部
住
職
の
お
話
に
聞
き 

 

入
り
ま
し
た 
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５４－３２００ 

み
ん
な
・・
・使
え
る 

 

ス
マ
ホ
教
室
開
催
し
ま
す
！ 

？ 

〝
中
津
江
住
民
ツ
ア
ー
〟 

 

♪ 

み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た 

 

♬ 

１０/９ 

 

①
基
本
編 

⑴
11

月
８
日
（
火
）
13

時
30

分
～ 

⑵
11

月
９
日
（
水
）
13

時
30

分
～ 

 

会
場
：
中
津
江
公
民
館 

＊
２
回
連
続
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。 

②
応
用
編 

 

12

月
６
日
（
火
）
18

時
～ 

 

会
場
：
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場 

＊
応
用
編
だ
け
の
参
加
Ｏ
Ｋ
！ 

 

◎
問
合
せ
：
中
津
江
公
民
館
、
又
は 

 
 

中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
へ 

 
 

参加者全員で記念撮影 

蛇尾山の地蔵群を巡る参加者 

ツアーの案内ガイドも部会員で 



  

 中津江で最大のイベントである「ふるさとまつり」。 
地域文化や野菜などの特産品、そんな中津江の豊かな
資源を育む人々が一堂に会し、美味しいものを食べた
り飲んだり、様々なイベントに出演したり応援したり。
来て・見て・体験して・楽しんで！深まりゆく秋の 1 日
を、第４０回「中津江村ふるさとまつり」でゆっくりと
過ごしてみませんか。 
◦開催日時：１１月２０日（日）朝１０時～昼２時 
◦開催場所：中津江振興局敷地内 
  ＊雨天中止(新型コロナの感染状況によって 

   中止の場合もあります。）    
  

平成 30 年 10 月に住民自治組織としてリニュ
ーアルした中津江振興協議会、おかげさまで
5 年目を迎えることができました。 
栃原の事務所には、毎日多くの人が立ち寄っ
てくれます。『安心できる拠り所』として、地
域の皆さんの様々な声に応えていきたいと、
役員・部会員が一丸となって頑張ってくれた
成果だと思います。 
人口減少は進行しているものの、これからも
住んでいる人の安心・安全を守ることや、楽し
く暮らしていくためのイベントなどの取組み
を行い、笑顔あふれる地域の継続を目指して
いきます。色んな声をお聞かせください♫ 

・住民参加型イベント 
 （○×クイズ、腕相撲大会など） 
・小中学生発表（鼓笛、ダンス） 

・地元音楽バンドほか出演 
・なかつえ新鮮野菜市 
 （出品者にはお声かけします） 
・福引抽選会（地元賞品など） 
・屋台村（地元＆キッチンカー） 
・小中学生・公民館各種作品展示 
・地震体験車、障がい者疑似体験 

 などなど（詳細は 11月のチラシで  

      お知らせします。） 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

  

  
 
 

岡本大輝(たいき)さん 
（荒瀬）２１歳 
 平成１２年生まれ 

  

中津江は自然が多くて、静かで落ち着けると
ころが好きだと話してくれた大輝さん。令和
2 年 7 月の豪雨災害をきっかけに、福岡から
郷土に戻ろうと思ったそうです。今は津江弁
の解読に苦労しながら(笑)、公務員として上
津江振興局に勤めています。休日はクラッシ
ックを聞きながらコーヒーを飲み、本を読む
のが一番好きと落ち着いている大輝さんで
すが、高校時代に生徒会長として学校行事に
奮闘した思い出など、積極的な一面も見せる
イケメンです(^^♪上司からも「一生懸命に
仕事に取組む姿に一目おかれています」今後
は地域活動にも、ぜひ参加してくださいね。 

  つれづれ  
 今まで家族の中で、私にだけ心を許さなか
った飼い猫が、最近ニャーニャーと私にばか
り甘えてくる。可愛いのだが、過剰なグルー
ミングで毛をむしってしまったり、段差の上
り下りが緩慢になったり、食べても瘦せ細っ
たり。飼い始めて約 20 年、人間だと 100 歳
近くにもなるんだから多少の衰えは仕方ない
が、人間の好みまで加齢で変化したのかと心
配になる。『キラ(飼い猫の名前）みたいに、
歳取ったら少しは他人に良く思われて、優し
くされるように努力しないとね』と隣から。 
〝俺ゃネコじゃねーし。 確かに階段は多少き
つくなって、屋根に上ると滑り落ちそうにな
るけど、酒量は以前にも増してんだからな〟
って言葉を、３杯目の酎ハイと一緒に飲み込
んだ。大体61 歳の私を屋根に上らせたのは
誰だ！って言葉は4 杯目に残しておこう (英) 

 地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・・ 

宮本ヒサ子 さん 
 （下切）９３歳 
 昭和4年生まれ 

 菊池市ご出身のヒサ子さん。 
子どもの頃は跳び箱や鉄棒 
など得意でしたが、妹弟の 
世話で、好きな学校にも余り 
行けなかったとのこと。 
 中津江に嫁いでからも、 
牛の世話全般と家事をこなし、 
4 人の子育てにと忙しい中にも充実した暮ら
しをされてきたようです。建設会社の社員旅
行で沖縄に行ったことや、10 年務めたスポー
ツセンターで、カメルーン選手と一緒に取っ
た写真の思い出などを楽しそうに話してくれ
ました。93 歳の今でも、何でも食べて、いつ
も体を動かすので風邪も引きにくいと、笑顔
のヒサ子さん。御主人といつまでもお元気で。 

 地域のお宝！ 
今月の若ぇ〜し・・・ 

イベント概要（案） 

     〝中津江村ふるさとまつり〟 


